



























































リウム排湘量は 2系統共に有意に減少した (P=0.01)。④尿細管ナトリウム再吸収率は 2系統共に有意
に増加した (P=0.01)。⑤2系統の実験共にナトリウム出納は疋となり，血紫アルドステロンは顕著に
増加 (P=0.01)，血策抗利尿ホノレモンは低下 CP=0.03)した。⑥尿中カリウム排池量は有意に増加し，
カリウムバランスは負となった。したがって，尿中ナトリウム，カリウムの濃度比はベースライン値に比
べて，有怠な低下を示した (P=0.01)。⑦尿巾カルシウム排池量は有意に減少しカルシウムバランス
は正となった。
食塩無添加食に対する自覚症状として実験7目白あたりから被験者全員が食欲不振を自覚し.ナトリウ
ムに対する垂誕感を強く訴えるようになった。
ゐ;実験により食堀無添加食に含有するナトリウム34.1mmol/円の摂取量では体液の調節機能に影響があ
り，ナトリウム最小必要量は不可避損失量を単に補う量でないことを明らかにした。
以上の成績は成人におけるナトリウム最小必要量は34.1mmol/日より多いことを示唆するものであり，
予防医学領域において食塩摂取量に対する有用な知見を提供するものと認められる。よって著者は博士
〈医学)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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